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活
発
な
討
論
で
方
針
を
議
論

全
議
案
が
満
場
一
致
で
採
決

　

デ
フ
レ
を
吹
き
飛
ば
す
大
幅

賃
上
げ
な
ど
の
春
闘
方
針
を
決

め
る
、
県
医
労
の
春
の
中
央
委

員
会
が
、
２
月
16
日
（
土
）、
エ

ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
で
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
全
支
部
の
発
言

で
、
た
た
か
い
の
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。

　

中
央
委
員
会
で
は
、
議
長
に

で
き
る
看
護
師
が
不
足
す
る
中

で
、
夜
勤
免
除
者
に
１
回
で
も

夜
勤
を
、
と
声
が
か
け
ら
れ
て

い
る
」「
補
助
者
夜
勤
と
セ
ッ
ト

で
、
夜
勤
体
制
が
切
り
下
げ
ら

れ
た
」「
夜
勤
専
従
者
の
健
康

が
心
配
だ
」
な
ど
の
実
態
や
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
は
人
事
異
動
内
示
の

月
で
す
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
が
経
過
し
、
ど
う
い

う
人
事
異
動
の
内
示

が
さ
れ
る
か
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

以
前
の
一
斉
内
示

前
の
「
内
内
示
」
を

復
活
す
る
よ
う
追
及

し
て
き
ま
し
た
が
、
知
事
部

局
同
様
の
対
応
し
か
な
い
、

と
拒
み
続
け
、
今
年
も
一
斉

内
示
だ
け
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
４
月
の
勤
務
割
作
成

の
関
係
も
あ
る
の
で
、
提
示
で

き
る
状
況
と
な
っ
た
段
階
で
す

み
や
か
に
提
示
す
る
よ
う
努
力

す
る
と
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

各
組
合
員
は
、
不
当
内
示

が
あ
っ
た
場
合
、
①
そ
の
場

で
返
事
を
し
な
い
、
②
直
ち

に
支
部
役
員
に
報
告

し
、
そ
の
日
の
内
に

病
院
と
交
渉
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
希

望
以
外
の
内
示
や
希

望
し
て
も
内
示
が
な

か
っ
た
場
合
な
ど
、
泣
き
寝

入
り
す
る
こ
と
な
く
、
と
も

に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
、
春
闘
要
求
書
と
は
別

に
夜
勤
問
題
の
申
し
入
れ
書
を

提
出
す
る
こ
と
、
夜
勤
に
関
す

る
職
場
討
議
資
料
も
作
り
な
が

ら
、
当
局
へ
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

に
取
り
組
み
、
夜
勤
回
数
を
減

ら
す
増
員
を
追
及
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
野
委
員
長
の
休
職

専
従
期
間
（
最
長
で
７
年
）
が

切
れ
る
こ
と
か
ら
、
離
籍
専
従

（
医
療
局
を
退
職
）と
す
る
こ
と
、

選
挙
委
員
の
選
出
、
第
二
次
予

算
更
正
を
決
め
ま
し
た
。

○
○
中
央
委
員
（
二
戸
支
部
）、

○
○
○
中
央
委
員
（
大
船
渡
支

部
）を
選
出
、岩
手
医
労
連
、い
わ

て
労
連
、
日
本
共
産
党
か
ら
激

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た（
社
会
民
主
党
は
欠
席
）。

　

今
年
の
中
央
委
員
会
で
は
、

春
闘
の
誰
で
も
２
万
円
の
賃
上

げ
方
針
だ
け
で
な
く
、
当
局

か
ら
提
案
さ
れ
た
、
パ
ー
ト
看

護
師
の
夜
勤
専
従
の
本
格
実

施
、
正
規
看
護
師
の
夜
勤
専
従

の
試
行
、
補
助
者
夜
勤
の
実
施

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
重
要

な
課
題
と
し
て
「
そ
の
場
し
の

ぎ
の
対
応
で
な
く
、
あ
く
ま
で

も
増
員
に
よ
る
根
本
的
な
職
場

改
善
」
を
求
め
る
方
針
が
示
さ

れ
、
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
「
９
回
夜
勤
や
外
来
の
一

夜
二
勤
務
が
５
回
な
ど
、
夜
勤
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年
明
け
早
々
突
如
、
退
職
手

当
削
減
な
ど
が
県
か
ら
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
２
０
１
４

年
７
月
ま
で
に
段
階
的
に
約

４
百
万
円
の
削
減
、
今
年
度
末

退
職
者
か
ら
対
象
に
す
る
も
の

で
し
た
。
全
国
で
も
国
同

様
の
提
示
が
相
次
ぎ
、
他

県
で
は
教
職
員
や
警
察
官

の
早
期
退
職
に
よ
る
混
乱

も
生
じ
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
、
地
公
共
闘

（
県
職
員
の
労
働
組
合
７

団
体
）
で
は
、
削
減
阻
止

に
向
け
県
公
会
堂
に
て
総

決
起
集
会
を
開

催
し
、
県
庁
フ

ロ
ア
へ
の
座
り

込
み
行
動
を
背

景
に
、
県
総
務

部
長
交
渉
に
臨

み
ま
し
た
。
急

遽
知
事
宛
に
取
り
組
み
提
出
し

た
ミ
ニ
要
請
書（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
）
は
、
全
体
で
９
千
５
百
筆

近
く
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
人
事
課
長
交
渉
で
は

全
国
で
混
乱
が
生

じ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
、
実

施
時
期
を
含
め
再

検
討
を
約
束
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
総

務
部
長
か
ら
の
再

提
案
で
は
、
職
員

へ
の
混
乱
回
避
と

し
て
、「
４
月
１
日
実
施
」
と

す
る
旨
の
前
進
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
経
過
措
置
で
は
、
来
年

度
末
で
は
12
％
も
削
減
と
な

る
こ
と
か
ら
、
せ
め
て
10
％
未

満
に
緩
和
す
る
よ
う
再
三
強
く

求
め
ま
し
た
が
、
総
務
部
長
は

「
財
源
を
国
か
ら
の
借
り
入
れ

に
頼
っ
て
い
る
実
態
」「
厳
し
い

県
財
政
」
な
ど
を
理
由
に
、
国

家
公
務
員
同
様
に
実
施
す
る
し

か
な
い
と
強
硬
な
姿
勢
を
崩
さ

ず
、
結
果
と
し
て
労
使
合
意
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

2. 5 総務部長交渉の様子

県
庁
内
に
座
り
込
む
参
加
者

フ
ロ
ア
報
告
す
る
○
○
副
委
員
長

退
職
手
当
削
減
は
４
月
実
施
へ

　

経
過
措
置
は
国
同
様
と
譲
ら
ず

＝
２
・
５
地
公
共
闘
対
県
交
渉
＝

退
職
手
当
削
減
は
４
月
実
施
へ

　

経
過
措
置
は
国
同
様
と
譲
ら
ず

＝
２
・
５
地
公
共
闘
対
県
交
渉
＝

　2月13日、一関文化センターで、「『第
21回非正規ではたらくなかまの全国集
会』一関市開催成功に向けたプレ交流集
会」が行われました。
　学習講演では、全労連非正規センター
事務局長の江花新（えばなあらた）さん
が、非正規労働者の待遇改善は社会全体
の緊急の課題であるとして「改正」労働
契約法の問題点などにふれ、「大きな世
論を作り運動を盛り上げて行かなければ
ならない」と話しました。県医労からは
３名、全体で55名の参加者でした。
　県医労でも、6月１日〜２日に行われ
る同集会へ向け、臨
時・パートの仲間を
増やし、多数の参加
で集会を盛り上げま
しょう。 講演する江花新さん
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日
本
医
労
連
東
北
地
方
協
主

催
の
春
闘
討
論
集
会
は
、
２
月

２
〜
３
日
、
秋
田
市
さ
と
み
温

泉
で
開
催
さ
れ
東
北
６
県
か
ら

１
６
６
名
、
県
医
労
か
ら
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
輝
い
て
生

き
た
い
！
仲
間
と
と
も
に
」
と

題
し
て
、
客
室
乗
務
員
の
尾
崎

恵
子
さ
ん
が
労
働
組
合
に
関

わ
っ
て
き
た
30
数
年
を
イ
キ
イ

キ
語
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の

90
分
で
し
た
。
労
働
組
合
の
最

初
の
活
動
は
、
弁
当
の
比
べ
あ

い
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
の
こ

と
。
客
室
乗
務
員
同
士
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
の
労
働
条
件
を

共
有
す
る
中
で
要
求
が
見
え
て

き
た
と
の
経
験
は
私
た
ち
に
、

県
医
労
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

に
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
後
は
、
日
本
医

労
連
中
野
書
記
長
の
基
調
報
告

と
４
県
４
名
か
ら
の
特
別
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。岩
手
か
ら
は
、

「
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
地
域

医
療
を
守
る
」
と
し
て
、
県
医

労
か
ら
○
○
○
副
委
員
長
が
被

災
県
立
病
院
の
再
建
を
め
ざ
し

た
取
り
組
み
の
経
過
と
現
状
、

職
場
の
実
態
と
当
局
の
夜
勤
問

題
等
合
理
化
提
案
に
対
す
る
た

た
か
い
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
（
日
本
医
労
連
・
医
療
労

働
者
２
月
14
日
号
３
面
に
掲

載
）。

　

参
加
者
は
、
５
分
科
会
と
青

年
・
看
護
の
代
表
者
会
議
に
わ

か
れ
、
春
闘
の
取
り
組
み
の
交

流
と
意
思
統
一
を
行
い
ま
し

た
。

　
社
会
保
障
の
改
悪･

切
り
捨

て
に
断
固
反
対
し
、
充
実
を
求

め
る
運
動
を
す
す
め
よ
う
と
、

第
１
回
社
会
保
障
推
進
全
国
交

流
集
会
が
１
月
23
、
24
日
の
２

日
間
、
日
本
医
労
連
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
で
は
青
森
県
医
労

連
が
生
活
保
護
受
給
者
の
老
齢

加
算
廃
止
に
対
し
、
生
存
権
裁

判
と
位
置
づ
け
て
た
た
か
っ
て

い
る
事
を
、
京
都
医
労
連
か
ら

は
医
療
難
民･

介
護
難
民
を
解

消
さ
せ
る
た
め
の
運
動
が
、
山

形
県
医
労
連
か
ら
は
税
と
社
会

保
障
改
悪
阻
止
の
運
動
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念

講
演
は

「
社
会

保
障
を

め
ぐ
る

最
新
の

情
勢
に

つ
い
て
」

と
題
し
、
一
橋
大
学
名
誉
教
授

の
渡
辺
治
さ
ん
が
、
総
選
挙
の

結
果
分
析
と
安
部
政
権
の
危
険

な
動
き
に
つ
い
て
述
べ
、「
今

度
は
わ
た
し
た
ち
の
巻
返
し
の

番
だ
」
と
地
域
を
拠
点
に
大
き

な
運
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

労
働
組
合
の
役
割
で
あ
る
と
訴

え
ま
し
た
。

日本医労連
第44回中央委員会
　１月22、23日の両日、東京の
全国教育会館で、日本医労連第44
回中央委員会が行われました。
　山田真巳子委員長は「賃上げと共
に労働条件の改善が必要。スッポン
のようにしつこくベースアップを」
と挨拶しました。
　全国の仲間からはベア（ベース
アップ）を勝ち取る決意が次々と出
されました。増員、夜勤改善では、
岡山医労連から地域で12回の街頭
宣伝署名行動を行ったことが報告さ
れ、「組合の見える化」を訴えました。
方針は採択され、最後は「団結ガン
バロウ」で閉会しました。

社
会
保
障
改
悪
阻
止
の
大
き
な
運
動
を

社
会
保
障
改
悪
阻
止
の
大
き
な
運
動
を

参加者を惹きつける講師の尾崎さん

東北６県から166名が参加

一橋大学名誉教授の
渡辺　治さん

日本医労連東北地方協春闘討論集会

春闘を元気にたたかおう！
大幅賃上げこそ
　デフレ経済からの脱却！
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は
発
言
の
中
で
「
夜
勤
は
、
社

会
的
価
値
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。

生
活
性
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
が
重
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

日
本
医
労
連
か
ら
は
３
交
代
、

２
交
代
夜
勤
の
ど
ち
ら
も
経
験

あ
る
看
護
師
が
夜
勤
は
い
ず
れ

も
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　

郵
産
労
か
ら
は
郵
便
局
で
過

酷
な
深
夜
勤（
ふ
か
や
き
ん
）

の
４
連
続
勤
務
を
行
っ
て
い

た
10
年
間
に
１
２
６
人
が
現

職
死
亡
し
て
い
る
事
が
報
告

さ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
も
深
夜
労

働
の
問
題
を
提
起
し
裁
判
を

た
た
か
い
、
今
後
は
国
際
労

働
基
準
で
日
本
を
変
え
る
運

動
を
し
た
い
と
述
べ
ま
し

た
。

　

自
交
総
連
か
ら
は
、
タ
ク

シ
ー
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、

低
賃
金
が
深
刻
に
な
り
、
自
ら

夜
勤
を
希
望
し
た
り
、
公
休
で

も
出
勤
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る

中
で
交
通
事
故
や
現
職
死
亡
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

業
務
の
違
い
を
こ
え
て
、「
夜
勤
」

の
有
害
性
は
共
通
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。今
後
も
お
互
い
に
協
力

を
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
目
指
し
、
運
動
を
盛
り

上
げ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

翌
２
月
７
日
は
、
日
本
医
労

連
国
会
議
員
要
請
及
び
医
団
連

院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
、
釜
石

支
部
の
○
○
○
○
さ
ん
が
被
災

地
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

国
会
議
員
要
請
行
動
で
県
医

労
は
、
岩
手
出
身
の
国
会
議
員

５
名
を
訪
問
し
、
平
野
達
夫
参

議
院
議
員
、
畑
浩
治
衆
議
院
議

員
に
直
接
、
夜
勤
改
善
と
増
員

を
訴
え
ま
し
た
。

　

「
夜
勤
は
有
害
業
務
。
保
護

と
規
制
は
当
た
り
前
」
を
世
論

に
、
と
開
催
さ
れ
た
２･

６
夜

勤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
京･

星
陵
会
館
で
全
国
か
ら
２
７
０

名
、
県
医
労
か
ら
は
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
労
働

科
学
研
究
所
の
佐
々
木
司
さ
ん

　医療局から、「看護師の勤務環境の改善」
という名目で①パート看護師の夜勤専従勤
務の正式導入②正規看護師の夜勤専従の試
行導入③一般病棟への看護補助者夜勤の導
入が提案されました。
　①については働く職員の身体的負担、健
康被害への具体策がないこと、②について
はニッパチ闘争で､我々の先輩が勝ち取っ
た月８日夜勤を覆すものであることに加
え、健康上の問題があること、③について
は上記の理由に加え、看護師増員の抑制に
つながる事が考えられ、更に「原則現行の
夜勤体制に追加する」と記載されています
が将来的に、夜勤看護師の代替えとして配
置される可能性も否定できません。補助者
は夜勤を強制させられ、出来なければ退職
という事態も予想されます。
　以上の理由から
上記提案に反対し
ます。大幅増員で
夜勤改善をめざし
ましょう。

発言する釜石支部○○さん

夜勤シンポジウム

５
６
６
名
の
議
員
総
訪
問

夜勤は有害！
だから法規制と保
護が必要です！
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女性部

　

２
月
16
日
、
岩
手
医
労
連
第

54
回
女
性
労
働
学
校
が
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
、全
体
で
52
名
、

県
医
労
か
ら
は
７
支
部
12
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
３
つ
の
講
座
、
午

後
は
県
立
中
央
病
院
精
神
科

医
師
・
佐
々
木
由
佳
先
生
が

「W
o
m

en
's M

en
tal H

ealth
 

2
」
と
題
し
て
、
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
ス
ト
レ

ス
、
心
身
の
変
化
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
社
保
協
の
鈴
木
事
務
局
長

（
写
真
）が
、安
倍
政
権
が
企
む
改

憲
へ
の
道
と
、
社
会
保
障
解
体

に
つ
い
て
説
明
。
憲
法
や
権
利

に
つ
い
て
も
っ
と
学
習
し
、
言
い

な
り
の
暮
ら
し
を
し
て
は
い
け

な
い
と
実
感
し
た
講
座
で
し
た
。
　

押
し
花
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作

り
ま
し
た
。
ど
う
並
べ
れ
ば
き

れ
い
に
な
る
か
悩
み
な
が
ら
作

業
に
集
中
。
同
じ
素
材
を
使
っ

て
も
、
作
る
人
に
よ
っ
て
全
く

違
う
作
品
に
仕
上
が
り
、
そ
れ

も
ま
た
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
初
に
足
踏
み
50
回
で
、
健

康
状
態
を
検
査
。
普
段
、
い
か

に
限
ら
れ
た
筋
肉
し
か
使
っ
て

い
な
い
か
を
実
感
し
な
が
ら
、

前
進
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
ま
し

た
。
身
体
が
温
か
く
な
り
、
軽

く
な
り
ま
し
た
。

憲
法
講
座

押
し
花
ア
ー
ト

健
康
づ
く
り

　「成功させる会」は２月３日、久
慈市立中央公民館で開催されまし
た。母親大会を紹介したＤＶＤを上
映後、県医労久慈支部を代表して○

○○○○○さん
が決意表明。６
月の大会成功に
向けた思いが伝
わる会となりま
した。閉会後は、
太極拳を体験し
ました。

第２部「太極拳」講座

午後の講演で聞きいる参加者

決意表明する久慈支部の
○○○○○○さん
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１
月
21
日
（
土
）
〜
22
日

（
日
）、
安
比
高
原
「
ホ
テ
ル

安
比
グ
ラ
ン
ド
」
を
会
場
に
、

県
医
労
青
年
部
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
８
支
部
・
本
部
36
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

夕
食
バ
イ
キ
ン
グ
は
、
ビ
ー

フ
シ
チ
ュ
ー
の
パ
イ
包
み
、

す
っ
ぽ
ん
雑
炊
、
小
龍
包
、
デ

ザ
ー
ト
各
種
ｅ
ｔ
ｃ
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
料
理
が
並
び
、

毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
４
名

ま
で
宿
泊
可
能
な
無
料
招
待
券

を
ホ
テ
ル
安
比
グ
ラ
ン
ド
さ
ん

か
ら
、
快
く
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
次
会
に
も
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
し
、チ
ー
ム
戦
で
の
ク
イ
ズ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ン
バ
ー
や
Ａ
Ｋ

Ｂ
な
ど
の
カ
ラ
オ
ケ
で
深
夜
ま

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
二
日
酔
い
の
人
も

し
っ
か
り
９
時
に
集
合
し
、
記

念
写
真
（
表
紙
）
を
撮
影
、
そ

の
後
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
今
年
は
初

参
加
の
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
だ
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
青
年
部
の
み
な
さ

ん
、
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
も
ち
ろ

ん
リ
ピ
ー
タ
ー
も
大
歓
迎

で
す
。

青年部
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「
働
け
ど
働
け
ど
わ
が
暮
ら

し
楽
に
な
ら
ざ
り
」。
ま
さ
に

今
は
こ
の
状
態
。
給
料
カ
ッ

ト
、
退
職
金
カ
ッ
ト
。
労
働
条

件
、
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め

ま
す
。

　
　

�

中
央
支
部
　
雪
っ
こ

　

　

　

正
月
ら
し
い
気
分
も
な
く

正
月
が
終
わ
り
、
通
常
勤
務

へ
。
正
月
が
ゆ
っ
く
り
で
き

た
人
と
正
月
ら
し
い
休
み
も

な
く
年
末
年
始
働
き
通
し
の

人
と
、
不
公
平
感
の
残
る
勤

務
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
正

月
が
し
た
い
。

　
宮
古
支
部
　
み
た
マ
マ

　

　

　

某
病
院
の
未
払
い
残
業
代
の

支
払
い
。
す
ご
い
で
す
ね
。
私

た
ち
も
ど
れ
く
ら
い
サ
ー
ビ
ス

し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？

　
磐
井
支
部
　
ヘ
ビ
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
毎
日
毎
日
入
退
院
が
激
し

く
、帰
れ
る
時
間
は
午
後
９
時
、

あ
ー
ま
た
こ
の
二

月
か
き
た
／
ほ
ん

と
う
に
こ
の
二
月

と
ゆ
月
か
い
や
な

月
／
こ
い
を
い
パ

い
に
な
き
た
い
／

ど
こ
い
い
て
も
な

か
れ
な
い
／
あ
ー

て
も
ラ
チ
オ
て
／             

し
こ
す
た
し
か
る
／
あ
ー
な
み
た

か
て
る
／
め
か
ね
か
く
も
る     

「
三
浦
綾
子
著
・
母
」
よ
り

　

『
蟹
工
船
』
で
知
ら
れ
る
作

家
・
小
林
多
喜
二
が
非
業
の
最

期
を
と
げ
て
今
年
で
80
年
。
こ
れ

は
、
六
十
の
手
習
い
で
文
字
を
お

ぼ
え
た
母
セ
キ
の
、
多
喜
二
を
偲

ん
で
書
き
残
し
た
言
葉
。
母
と
し

て
の
愛
情
と
悲
し
み
・
怒
り
の
深

さ
が
伝
わ
る
。
無
念
に
も
突
然
い

の
ち
を
奪
わ
れ
、
そ
し
て
大
切
な

人
を
失
っ
た
方
の
心
は
い
か
ば
か

り
か
。「
あ
あ
ま
た
二
月
が
き
た
」

の
言
葉
が
、３
・
11
以
降
、「
三
月
」

と
重
な
り
よ
み
が
え
る
▼
三
閉
伊

一
揆
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
茶

谷
十
六
氏
は
言
い
ま
す
。
東
北
に

は
、
郷
土
芸
能
が
数
多
く
存
在

す
る
。
ね
ぶ
た
や
鬼
剣
舞
い
・
鹿

新
春
ク
イ
ズ

新
春
ク
イ
ズ

　

新
春
ク
イ
ズ
に
は
45
名
の

応
募
が
あ
り
、
43
名
が
正
解

で
し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の

結
果
、
次
の
20
名
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド

を
贈
り
ま
す
。

▪
新
春
ク
イ
ズ
当
選
者

（
敬
称
略
）

  

夢
の
家
、
う
ま
っ
こ（
一
戸

支
部
）、
雪
っ
こ
、
ま
っ
く

す
。、
も
も
、
じ
ゃ
が
い
も

の
花
、
い
ち
ろ
う
の
母
、
に
ゃ

ん
吉
郎
、
じ
ゅ
ん
ぴ
ー
マ
マ
、

匿
名
希
望
、
ぽ
ぽ
ち
ゃ
ん（
中

央
支
部
）、
ミ
カ
ン（
遠
野
支

部
）、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ（
胆
沢

支
部
）、
と
り
女
、
ヘ
ビ
女（
磐

井
支
部
）、
ボ
サ
ボ
サ
あ
た

ま
、
匿
名
希
望（
千
厩
支
部
）、

お
年
玉（
大
東
支
部
）、
パ
ン

ダ（
大
船
渡
支
部
）、
み
た
マ

マ（
宮
古
支
部
）

10
時
。
休
み
は
夜
勤
の
た
め
の

休
み
し
か
な
く
、
準
夜
で
も
帰

り
は
朝
方
…
。
ゆ
っ
く
り
休
め

る
時
間
が
ほ
し
い
！
」
病
棟
ス

タ
ッ
フ
の
つ
ぶ
や
き
で
す
。

　
中
央
支
部
　
じ
ゅ
ん
ぴ
ー
マ
マ

　

　

　

今
年
１
年
健
康
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
愛
犬

の
乳
が
ん
が
発
覚
。
手
術
は
せ

ず
、
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に

過
ご
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
思
い
出
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

江
刺
支
部
　
ひ
め
ち
ゃ
ん
マ
マ

　

７
対
１
の
お
か
げ
で
無
理
を

強
い
ら
れ
る
看
護
師
た
ち
。
誰

の
た
め
の
７
対
１
な
の
か
。
患

者
の
安
全
第
一
の
た
め
に
な
っ

て
い
な
い
の
は
確
実
。

中
央
支
部
　
ま
っ
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
雪
が
降
っ
た
後
は
、
雪
払

い
で
疲
れ
た
お
年
寄
り
が
点
滴

を
希
望
し
て
き
ま
す
。

遠
野
支
部
　
ミ
カ
ン

踊
り
な
ど
、
こ
れ
ら
は
死
者
の
魂

を
沈
め
る
た
め
の
鎮
魂
の
踊
り
で

は
な
い
。
突
然
い
の
ち
を
絶
た
れ

た
人
の
魂
を
呼
び
起
こ
し
、
私
た

ち
に
語
っ
て
欲
し
い
と
魂
を
奮
い

立
た
せ
る
踊
り
な
の
だ
と
。
津
波

を
体
験
し
た
先
人
た
ち
は
、
無

念
の
死
者
と
む
き
あ
っ
て
い
た
▼

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
２
年
。

被
災
地
の
再
建
・
復
旧
・
復
興
を

め
ぐ
っ
て
は
、
被
災
者
目
線
の
復

興
か
、
こ
の
機
に
乗
じ
た
大
型
開

発
・
財
界
本
位
の
予
算
の
執
行

か
が
し
の
ぎ
を
削
る
。
当
然
、
被

災
者
本
位
の
復
興
が
進
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
憲
法
25
条
の
観

点
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
。
し
か

し
、
社
会
保
障
が
自
助
・
共
助
・

公
助
を
う
た
い
、
消
費
税
増
税
と

一
体
と
な
っ
て
理
念
も
何
も
解
体

へ
突
き
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
、
被
災
地
か
ら
の
社
会
保

障
充
実
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
▼
小

林
多
喜
二
が
も
し
生
き
て
い
た

ら
、
何
よ
り
も
過
酷
な
労
働
の

現
場
に
出
向
き
、
除
染
労
働
者

の
実
態
な
ど
、
ペ
ン
を
走
ら
せ
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
る
） 
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高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
県
立
病

院
に
就
職
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

盛
岡
市
内
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

１
年
半
後
、
こ
の
ま
ま
帰
っ
て

こ
な
く
な
っ
て
は
困
る
と
案
じ
た

父
親
に
呼
び
戻
さ
れ
、
そ
の
頃
募

集
し
て
い
た
花
巻
厚
生
病
院
の
臨

時
職
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
意

外
に
も
職
種
は
リ
ハ
ビ
リ
部
門
。

10
年
間
リ
ハ
ビ
リ
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
採

用
が
増
え
て
き
た
の
を
機
に
、
栄

養
科
に
ま
わ
っ
て
は
ど
う
か
と
勧

め
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
調
理
師
と

し
て
30
年
勤
務
し
ま
し
た
。

　

「
白
」＝「
清
潔
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
白
い
服
を
着
て
働
く

職
業
に
就
き
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
願
い
が
叶
い
ま
し
た
。

　

栄
養
科
の
仕
事
は
、
夕
方
６
時

配
膳
の
始
ま
り
と
、
食
の
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
が
大
き
な
変
化
を
生

み
ま
し
た
。
熱
い
も
の
は
熱
く
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち
に
と

保
冷
車
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
た
め

の
食
器
も
種
類
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
栄
養
士
が
多
忙
に
な
っ
て

く
る
と
、
調
理
師
が
食
札
作
り
も

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
と
の
出
会
い
は
、
青
年
交

流
会（
現
在
の
ア
ク
ト
）で
し
た
。

当
時
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
な
ど

を
企
画
し
、
手
作
り
の
交
流
会
が

盛
ん
で
し
た
。

　

ニ
ッ
パ
チ
闘
争
な
ど
組
合
の
要

求
が
通
っ
た
時
代
で
、
青
年
部
の

活
動
も
盛
ん
で
し
た
。
調
理
師
の

増
員
も
要
求
し
、
正
規
採
用
も
増

え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
職
員
の
補
充

も
な
く
、
正
規
と
臨
時
が
半
々
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
厳
し
い
職
場

環
境
で
す
。

　

若
い
頃
、
学
習
会
で
講
師
が

言
っ
た
言
葉
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。「
水
の
無
い
と
こ
ろ
で
芋
の

ド
ロ
を
落
と
す
に
は
ど
う
し
た
よ

い
か
。
そ
れ
は
芋
同
士
を
こ
す
る

と
よ
い
。
人
間
も
同
じ
。
人
間
同

士
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
絆

が
生
ま
れ
、
自
分
自
身
も
磨
か
れ

る
」。
そ
れ
は
、
自
分
に
と
っ
て

は
青
年
部
の
交
流
会
だ
っ
た
り
、

組
合
活
動
だ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

組
合
は
要
求
で
団
結
す
る
も

の
。
た
た
か
わ
な
い
と
な
に
も
始

ま
ら
な
い
。
み
ん
な
、
一
人
じ
ゃ

な
い
。
一
人
で
悩
ま
ず
、「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
」
を
合
言
葉
に
仲

間
と
共
に
進
も
う
。

　

退
職
後
は
農
民
連
と
関
わ
り
、

運
動
を
広
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

運
動
す
る
分
野
は
違
っ
て
も
、

進
む
道
は
一
つ
。
一
緒
に
や
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　1973年₆月、花巻厚生病院の臨時職員からス
タートした○○○○さんは、この春、定年退職
を迎えます。
　これまで、支部では支部長、副支部長、書記
長を務め、本部中央執行委員も10期務めました。
　「みんな一人じゃない。仲間とともに進もう」
と、40年間の活動を振り返り、これからの抱負
を語りました。

○○ ○○さん（東和支部）
退職者インタビュー



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
ー
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
ー
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

３
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
月
８
日　

先
輩
の
宝　

守
ら
ね
ば

（
夜
勤
専
従
反
対
の
看
護
師
）

◇
憲
法
を　

変
え
れ
ば
戦
争　

で
き
る
国

（
憂
う
平
和
主
義
者
）

◇
社
会
保
障　

国
の
責
任　

ど
こ
行
っ
た

（
責
任
転
嫁
に
怒
る
国
民
）

◇
電
力
の　

値
上
げ
に
悩
む　

生
活
弱
者

（
節
約
も
限
界
の
被
災
者
）

◇
閉
塞
感　

打
破
す
る
春
闘　

全
力
で

（
め
ざ
め
た
労
働
者
）

３月の予定
３日（日）	 東日本大震災津波２年のつどいin大船渡            
	 （大船渡カメリアホール）
５日（火）	 日本医労連春闘中央行動・国会議員要請行動
８日（金）	 国際女性デー岩手県集会（県公会堂）              
10日（日）	 被災２周年追悼行事「祈りの灯火」
	 （もりおか歴史文化館）                                          
14日（木）	 第２次統一行動・早朝集会                        
23日（土）	 拡大支部長会議（県民会館）  
	 第２回組織拡大検討委員会（県民会館）
25日（月）	 本部団体交渉（予定）
27日（水）	 第３次統一行動・早朝集会

退職される皆様へのご案内

退職者をねぎらう集い

と　き　4月21日（日）〜22日（月）
ところ　秋田県仙北市
　　　　「たざわこ芸術村」

内　容　●わらび座　観劇
　　　　●手作り体験または
　　　　　 角館武家屋敷散策
　　　　●田沢湖ビールで昼食

４月の予定
５日（金）〜６日（土）
	 岩手医労連共済・組織拡大担当者会議（森の風） 
20日（土）	 拡大支部長会議（県民会館）
21日（日）〜22日（月）
	 退職者をねぎらう集い（たざわこ芸術村）


